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１．検討の必要性及び背景 
 

 日本の土地面積の約 7 割、農業産出額

約 4 割を占める中山間地域は、日本の農

業の中で需要な役割を果たしています。 

 国は、中山間地域が持つ多面的機能の

維持を含め、様々な支援を行ってきまし

たが、近年頻発する異常気象、海外からの

安い農産物の流入など、中山間地域にお

いて多様な所得確保策の検討が急務であ

ると言えます。 

 このような中、中山間地域には産地ならではの農産品のほか、日本の原風景と言える里山の豊かな自

然が残っており、これら資源を有効に、かつ適正に観光資源として活用することで、中山間地域を訪れ

る「交流人口」や都市部から中山間地域の農産物を購入するといった「関係人口」の増加が考えられ、

新たな所得確保策として期待されています。 

 

２．検討の考え⽅、最終成果（アウトプットイメージ） 
 

この事業を実施することで想定される成果は、次のとおりです。 
 

① 中山間地域の新たな所得確保策及び雇用の創出 

中山間地域の魅力を観光資源として活用することで、当地を訪れ

る人が増加し、農産物の購入、食事、宿泊といった旅行消費の増加

が期待され、これに伴う雇用創出効果が期待されます。 
 

② 中山間地域の魅力発信と地域愛の醸成 

中山間地域の魅力を内外に発信することで、中山間地域の農業だけでなく、

国土保全に対する役割などの理解が促進されます。また、地域住民がこれらを

改めて見つめ直すことで、さらなる地域愛の醸成が期待されます。 
 

③ インバウンド観光におけるキラーコンテンツ化 

「日本の原風景」と言われる中山間地域は、欧米豪を中心とした外国

人観光客（インバウンド）にとって、魅力的な観光資源に映ります。イン

バウンド需要の取り込みは、政府が策定した「明日の日本を支える観光ビ

ジョン」に位置付けられており、日本における外貨獲得の重要な手段とし

て期待されており、その中でも、特に誘客力のある「キラーコンテンツ」

として、中山間地域の資源の観光資源化が期待されています。
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３．検討の進め⽅ 
 

  

人的リソースが限られる中山間地域において、観光客への流通・販売、当日受入まで一手に担うのは困難

である。このため、旅行会社等をうまく活用することで、役割分担を明確にし、中山間地域は受け入れのみ

に専念できる環境を作り出すことが重要である。 

 

専門家、旅行会社

目線の評価 

１ 観光資源調査 
 
・観光資源の洗い出し 
・ツアーストーリーの検討 

2 ワーキング 

・地域住民によるワーキングでおもてなしを検討 
・受入に関わる役割分担の決定 

4 検証 

6 次年度以降の取組提案 

5 改善策の検討、自走できる仕組みの検討 

3 モニターツアーの実施 

・一般消費者モニターによる評価 
・経済効果の測定 

＜Ａ地域＞  
「観光客の到着から
出発まで」「旅行後
も地域産品を買って
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＜Ｂ地域＞  
「観光客の到着から
出発まで」「旅行後
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出発から帰着までは、旅行会社（主に団体旅行の場合）や観光客個人（主に個人旅行
の場合）が好みや旅行目的に応じてアレンジする。 
これにより、地域住民は地域内での対応に専念すればよく、旅行会社（観光客個人）
は、地域の観光商品の組み合わせだけ考えればよく、双方にメリットが生まれる。 

中山間地域にある資源は、その地域に住む住

民が最もよく知っているはずである。しかしな

がら、地域住民にとって当たり前過ぎて、その

ことに気づかないことも多い。 

このようなことから、外部人材をファシリテ

ーターとした地域住民によるワーキングで検

討を行うことで、観光資源の洗い出しに繋が

る。 

また、受入に関する様々な検討も地域住民が

中心となって検討し、当日も前面に立って受け

入れを担当することで、観光客にとっては中山

間地域の「人」の温かさが伝わり、地域住民に

とっては観光客が喜ぶ姿を間近に見られるこ

とで、改めて地域に誇りを持つきっかけともな

り、次年度以降自走可能で継続性のある体制づ

くりにつながる。 
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